[bookmark: _GoBack]仕様書

１　件名　
[bookmark: _Hlk176893410][bookmark: _Hlk176436834]白根記念渋谷区郷土博物館・文学館リニューアルにおける展示改修基本設計等業務委託

[bookmark: _Hlk164582516]２　業務目的　
[bookmark: _Hlk176893469]本業務は、令和６年９月に策定された白根記念渋谷区郷土博物館・文学館リニューアル基本計画を踏まえ、白根記念渋谷区郷土博物館・文学館（以下、「新博物館」という。）のリニューアルに伴う展示基本設計を作成し、それに伴い令和７年４月より着手する実施設計、及び令和８年４月より実施する新博物館における施設改修工事、展示制作の概算算出をすることを目的とするものである。

３　履行期間　
契約締結の日から令和７年３月３１日まで

４　施設概要
（１）敷地条件
	所在地
	東京都渋谷区東４－９－１

	用途地域
	第二種中高層住居専用地域（容積率300,建蔽率60）

	防火地域及び準防火地域
	準防火地域

	日影規制
	範囲5M超:4時間以上 範囲10M超:2.5時間以上
測定水平面:4.0

	特別用途地区
	第一種文教地区（当初告示:建設省告示第236号
当初告示年月日:昭和26年4月9日）

	高度地区
	種類:30ｍ第3種高度地区　最高限度高:30m
最低限度高:-

	敷地面積
	５１５㎡










（２）施設条件
	施設名称
	白根記念渋谷区郷土博物館・文学館

	建物構造
	RC造　地上二階地下二階

	建築面積／延床面積
	340㎡／1,347㎡

	常設展示室（博物館展示）
	249.5㎡

	[bookmark: _Hlk175384635]常設展示室（文学館展示）
	103.4㎡

	特別展示室
	72.2㎡

	第一収蔵庫（特別収蔵庫）
	58.8㎡＋前室7.2㎡

	第二収蔵庫（一般収蔵庫）
	44.6㎡

	多目的室
	71.7㎡

	情報コーナー及びエントランスホール（白根図書サービススポットも含む）
	46.4㎡



（３）耐震安全性の分類
	構造体
	Ⅱ類

	建築非構造部材
	Ａ類

	建築設備
	乙類



（４）工事種別
☐新築☐増築☐改築☐解体■改修■その他（長寿命化計画に基づく20年目中規模改修工事含む。）

５ 業務内容について
（１）展示基本設計
①基本設計業務
・展示内容、演出手法・設備計画の確定
・展示シナリオ、展示構成リスト作成
・平面計画（全体的な構成と配置、動線計画等）作成
・基本設計図等作成
・展示改修実施設計および制作概工程
・その他、本業務達成に必要な一切の業務
　　※展示基本設計業務については、下記の点に留意すること。
・展示品等の構造やデザインは、ユニバーサルデザインや操作性及び安全性に配慮したものとすること。
・展示品等に使用する素材や機器は、SDGsの理念を考慮し、自然や環境等に配慮したものとするよう心がけること。　
2 展示実施設計見積
以下に掲げる業務を参考とし、実施の際に必要な予算額を算出することとする。
・工種別細目の確定（意匠、造作、グラフィック、造形・模型・設備、映像・情報装置、映像・情報コンテンツ、演出照明）
・実施設計図等（意匠図（平面図・立面図・断面図）、造作図、グラフィック図、造形、模型、設備、展示装置図、映像・情報装置図、映像・情報コンテンツ等のシノプシス他、演出照明・電気設備図）
・イメージパース（外観及び内観）、コーナースケッチの作成
・展示制作工程表の作成
・その他、本業務達成に必要な一切の業務
3 展示制作費概算
・展示基本設計段階での概算の算出
※見積算出にあたり、展示実施設計業務については下記の点に留意すること。
・特殊な構造で設計する場合にはあらかじめ構造計算・強度試験を行い、その費用については本業務委託料（見積金額）の中に含むものとする。
・展示品等の構造やデザインは、ユニバーサルデザインや操作性及び安全性に配慮したものとすること。
・展示品等に使用する素材や機器は、SDGsの理念を考慮し、自然や環境等に配慮したものとするよう心がけること。　
・工期については令和７年４月１日から令和８年３月３１日とするが、状況等により変更となる場合がある。
（２）施設改修関連
以下に掲げる業務を参考とし、本業務納品前段階での概算算出を行うものとする。
1 施設改修実施設計費
2 建築工事一式
・内装及び建具の改修、備え付け家具の新設
・エレベーター改修（内装装飾等）
・トイレ改修
・屋上防水・外壁改修
・躯体の長寿命化など
③電気設備工事一式
④機械設備工事一式
・給排水設備の更新 
・空調設備の更新及び新設 
⑤外構工事一式
・オープンエントランスにつながる新設工事
・門扉改修
・その他、本業務達成に必要な一切の業務
※見積算出にあたり、施設改修工事については下記の点に留意すること。
・特殊な構造で設計する場合にはあらかじめ構造計算・強度試験を行い、その費用については本業務委託料（見積金額）の中に含むものとする。
・各種建築物の構造やデザインは、ユニバーサルデザインや操作性及び安全性に配慮したものとすること。
・建築物等に使用する素材や材質は、SDGsの理念を考慮し、自然や環境等に配慮したものとするよう心がけること。　
・工期については令和８年４月１日から同年８月３１日とするが、状況等により変更となる場合がある。

６　成果品
（１）提出書類等
1 展示基本設計説明書、展示基本設計図
2 展示改修実施設計及び施設改修実施設計　見積書
3 展示制作　　　　概算書
4 施設改修工事費　概算書
5 上記①～④にかかる電子データ一式
※成果品作成にあたり、下記の点に留意すること。
・成果品としてのPDFデータの他、編集可能なデータもあわせて提出すること。
・その他、委託者が必要に応じて成果品の提出を求める場合がある。
・提出した成果物は、監督者（委託者）の検査に合格しなければならない。
・検査の結果、監督者（委託者）から指摘された事項については、速やかに訂正しなければならない。なお、成果物は指摘に対する訂正期間を考慮し、履行期間内に提出が完了となるようにすること。
（２）提出部数等
1 基本設計図書（Ａ３版 ファイル綴じ）　　各３部
2 見積書等　　（Ａ４版 ファイル綴じ）　　各３部
3 電子データ（CD-ROM又はDVD-ROM）　　　　各３式
　　成果品の電子データは、PDFのほかで編集可能なファイル形式（（Microsoft Word、Excel、PowerPoint 等）のものもあわせて納品すること。）

７　再委託について
（１）受託者は、業務を再委託及び再々委託等（以下「再委託等」という。）に付する場合、予め委託者の承諾を得なければならない。
（２）受託者は再委託等をする場合、書面により再委託等の相手方との契約関係を明確にしておくとともに、再委託等の相手方に対して適切な指導、管理の下に業務を実施しなければならない。 
（３）再委託等の相手方は、募集要項７の参加資格を有し、同募集要項８の失格事項に該当しない者に限られる。
（４）共同企業体を組成し参加する場合、各構成員は優れた技術を有する分野を分担するものとし、また、構成員間の調整を密に行うこと。
（５）共同企業体の各構成員は他の応募共同企業体の構成員になることや、単独で応募者となることはできない。
（６）業務の一部について協力事務所を加えることは可とするが、その協力事務所は他の応募者の協力事務所となることはできない。

８　著作権等の権利
成果品の著作権等の帰属については次のとおりとする。
（１）受託者は、成果物の著作権を著作権法第２７条及び２８条の規定による権利も含めて委託者に無償譲渡するものとする。
（２）受託者は、成果物に関する著作者人格権を行使しないものとする。
（３）前各号の規定に関わらず、成果物に受託者が既に著作権を保有しているもの（以下、「著作物」という。）が組み込まれている場合、当該著作物の著作権は受託者に帰属するものとする。この場合において、受託者は委託者に対し、当該成果物を委託者が使用するために必要な範囲で、著作権法に基づく利用を無償で承諾するものとする。

９ その他
（１）受託者は本業務を実施するにあたり、委託者と緊密に連携を図りつつ、進捗に応じて委託者の指示により報告等を行うとともに、本件業務に必要な情報収集に活用した資料を提出するものとする。
（２）作業の内容について疑義が生じた時は、委託者並びに受託者両者はその都度、状況の報告や確認を求めることができるものとする。
（３）委託業務を進めるために必要な資料については、契約締結後、受託者の求めに応じて、貸与又は提供する。また、受託者は貸与又は提供された資料の取り扱いに十分な注意を払うこと。
（４）受託者は、委託者の許可なく本委託業務で知り得た情報や資料等を、第三者に提供や開示又は漏洩してはならない。
（５）受託者はその他法的手続等の関係法令を遵守し、関係機関等と十分協議すること。
（６）本仕様書は現時点での予定を示したものであり、提案内容等に応じて受託者と協議のうえ契約時の仕様を変更することがある。委託業務の実施に際しての詳細な事項及び本仕様書に記載のない事項については、委託者と受託者の両者で協議のうえ決定する。

１０　問い合わせ
公益財団法人渋谷区文化・芸術振興財団
白根記念渋谷区郷土博物館・文学館
〒150-0011 渋谷区東4-9-1
電話:03-3486-2791
メールアドレス: sby-renewal@shibuya-muse.jp
2

